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This　paper　reviews 　a　new 　JICA 　mis5ion 　lbrinむBrnational 　disaster　aids ，　wh 血h　was 　initiatedright　after 　the 　Mamara

earthquake 　disaster　in　TUrkey　ofAugust 　17，1999．　 SiX　officers 　fhOm　Hyogo　Prefecture　Gcrverrument　and 　five　．o笛 cers

from　Kobe αty　Hall　have　been　dispatched　to 【匝 rkey 　in　order £or 　them 　to　teach　the　lessons　 about 　posレdisaster

manageme ロt．　especiaUy 　long−term　 vecovery ，　 rehabiitation ，　 and 　 reconstructio ロ process　 ma ロ agement ，　to　the

Domparable 　disaster　mana3ers 　in 「lhrkey．　 Att　least　four　points　for　the　suceess 　of　these　type　of 　mission 　hl　Lhe 　other

future　were 　idenしified　as 　follosvs： 1）An 　English　summary 　of 　long−term　recove   ，　rehab 皿itation，　and 　recenstru （臨ion

prooesses　 fmm 　the　disasしer、2）Estabhshing　 stable 　 and 　 rghablg 　 commu 豆ication　 cou 血t明 〕 arts 　thmu8h 且eld

reconnaiss 跏 ce　survey ，3｝Selecting　the　mos じ capable 　personnel　fropa　a且the 　looal　governmeuts ，　and 　4）Buildin8　up

coor 〔五natmgcapab 丗 Ly　ofJapan 　lntema 恒onal 　CooperaLlon　Agency 加 bg　the　pmmotgr 　ofthese 皿 issions．
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1 ．　　 はじめに

　1999年 8 月 17 日に発生 した トル コ
・

マ ル マ ラ地震の 直後

に トル コ を訪問した高村外務大臣は、震災復興を支擾するため

に、阪神淡路大震災か らの 復旧 ・復興を担当した行政担当者の

経験と教訓を被災地 に伝えるこ とを約束した。その 結果、8 月

27 目か ら
『
9 月 9 日まで の 14 日間にわた っ て、トル コ 国西 部地

震災害救済国際緊急援助専門家 （兵 庫県 ・神戸 市チーム ）が

JtCA の 国 蒙災割 夊助隊 として 派遣 された。 救命救助櫛 舌

動以外の 目的で 地方行政職員が海外の 被災地 へ 派遣され るわが

国史上は じめて の ケース となっ た。チーム の 出発 は地震発生か

ら 10 日後で ある。災害対応の 現場で 働く人々 の声 を聞き、彼

らの 活動を支援す る とことを目的とする ミッシ ョ ンが 、 わが国
の各学会が 派遣 した 被害調査調査団や文部省の 突堯災害調査団

よりも早 く被災地を訪れ、活動したの であ る。

　今回の ミ ッ シ ョ ン の 成立 に は 偶然的な要素 も加わ っ て い る

だろ う。 しか し今回の ミ ッ シ ョ ン は 阪神淡路大震災の 発生 か

ら5年 間試行錯誤で 進んで きた復興過程を通 して災害対応担当

者が蓄積したノウハ ウが、同じよ うに巨大地震災害か らの 復興

を迫られる トル コ で も必 要とされ るノ ウハ ウで あるこ とを示し

た。 他の 地駅 起きた災害か らの 復興に阪 陣淡路大震災の 教訓

を体系化 し、 わか りやす く説明で きる もの を持つ こ との 必 要性

を私た ちに気づ かせたue

　災害復旧や復興支援の ため に 地方行 政職員が持つ ノ ウハ ウ

を生か そ うとす る試みは、今回限りの試み として終わるのか 、

それ ともわが国が防災面で も国簸貢献 として世界に提供し うる

新しい 形の 国際的な災害支援と して 定着で きるの だろ うカ  さ

らに
一

歩踏み込 んで 、こ うした試 み をわが国の 国際的な災害救

援の 一 環として 位置づけるためには、どの ような問題が存在す

るの カ  どの よ うにすればこの ミッシ ョ ン を成果に導くことが

で きるの か、こ うした ミッ シ ョ ン を今後も継続的に派 遣で きる

よ うにするためには何が必 要か を考明確1ヒする こ とが必要 で あ

る。そ こで 、 理化学研彡蹶 地震防災フ ロ ン ティア研 究セ ン ター
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で は 、 この ミッ シ ョ ン へ の 同行を申しでた。許可をいただき、

8 月 27 口の 出発時か ら9 月 2 口までの旅程の 前半部分を牧紀

男が、引き続き9月2 日か ら5 日までの 後半部分を林 春男が

同行し亀 そこで も観察をもとに上記の 問に 答えるこ とが本稿

の 目的で ある。なお、こ こで 述べ る見解はあくまで も筆者自身 1

の 僧人の 見解で あっ て、今回の ミッ シ ョ ンの 見鰡 ま反映 して い

ない こ とを付記 する 。

2 ．　　 団員構成

この ミ ッ シ ョ ン は、JICA トル コ 事務所の 開設者佐々 木直義氏

を団長と して、総罰20名で 構成 され て い た。 内訳 は、兵庫県職

員 6名、神 戸市職員5名、JICAか らの サポーテ ィ ン グ ・ス タ

ッ フ 5名、通訳 3名で あ る。ミッ シ ョ ン 参力睹 の 氏名および肩

雷きは以下の 通 りで ある （敬称略）。

団長 ：佐々 木直溜前 JICA トル コ 事務所長

兵庫県 ：

　小原健男 （阪神 ・淡 路震 災復興本部総括部参事 ・震災記念

　　協会常務理事》

　富岡敏典 （まちづ くり部総務課庄幹）

川久道隆 （健康福祉部生活衛生課課長補佐兼乳肉 衛生係

　長）

　中杉隆夫 （教育委員会高等教育改 革室 主幹）

　柏野繁樹 （生活文化部生活創 造課主幹）

谷ロ正洋 ｛防災企画髞事務吏員）

神戸市 ：

岩崎靖 健設局公園砂防部管理課管理係長〕

　林芳宏 （市民局市民安全推進室安全企画課推進係長）

　古川厚 夫 （都市計画局再 開発部六 甲道南再開発事務所事業

　　第2係畏）

加藤利明 鯉財局財政部経理課工事契 約係畏）

尾崎敏之 （環境局業務部産業廃棄物指導踝主査i）
JICAサポ

ー
テ ィ ン グ ・ス タ ッ フ

　紙田知麟、松下誠一、白川　浩、富 田明子、笹川健雄

・nCA 通訳

　菊池玲子、阿部アイ シ ン、藤井未紀

　さらに、日本か らの派遣メ ンバ ーだ けでな く、 朗（thトル コ

事務所の職員の 全 面的な支援もあっ た こ とを復 する必要が ある。
とくに本 ミ ッ シ ョ ン の 佐々 木団長がJI（填 トル コ 事務所の 初代

所長であ り、JICA トル コ 事務所の 開設か ら2年前まで ア ン カ

ラにお られ た、現地 ス タッ フ の 中軸 がすべ て彼 が採照 したメン

バ ー
で あるこ とは忘れて はい けない。

　さらに団員構成に関 して は、今回 団員を選出 した兵庫県と神

戸市で は 団員選出方法が異な っ てい た。兵庫県で は県の 上層

部で 選定し、本人に派 遣を内示する方式を採用 しtq 一
方、神

戸市では トル コ 派遣を希望する職員を公募 し、参加希望者の 中

か ら市上層部がi鮪 …す る方式が とられて い る。選択に あたっ て 、
適正と意欲の どちらを重視するか とい う観 乾か らも興味深し 

3．　　 活動内容

このチーム の 現地で の 活動内容につ い て は、エ イデ ィ アイ災害

救援研究所 伊永 勉氏 が メイ リン グリス トを通 じて 報告された

　 トル コ 地震第5報 j か ら 「トル コ 地震第25報」 にわた っ て、
「トル コ 国 西部地震災害救済国 際緊急援助専門家 （兵庫県 ・神

戸市チーム）活動既要報告」 として詳細に掲載され、多くの防

災関｛系者 に周知 され た。現在で も各報 告内容はホーム ペ ージを

通 して 伍一 m1 ）知

るこ とが 可能で ある。彼の 報告に 加筆修正 を加 えなが ら、この

ミッ シ ョ ン の 現地で の 活動の 概略をた どっ てみ よう。

＜刳也 ； 8 丿弓27 日分＞

1 ．関西空港12 ：35発 JL 娜 K1017 供 同運1航）便にて 出

　発．
2 ．現購 間8 月27 日21時25分 ｛日本ii跏 3日午前 3時25

　分）イ ス タンブー
ル の ホテル に到着．その 後、派遣チーム全

　員で ミ
ーテ ィ ン グを行い 、 団員問の連絡体Sk 役 割分担、 現

　在糊 月して い る 日程な どを確認」

＜現地 38 月 28 日分＞

1．10：00 在イ ス タン ブリ レ 日本国聡領 事館訪問 ・総領事へ

　の 派遣チーム到着の報告 ・領事より今回の地震にっ い て詳細

　な説 明 を受けた。｛相手方）石堂知宏総領事、西牧久雄領事、
　栗原直樹 日本国大使館→ 等書記官

2 ，13DO 　イス タ ンブ」
：ル 県庁舎訪問 ・県知事 、 副知事を表

　敬訪問 （相手方｝An 〔］afer 　Akyuz （ア リ・ジ ャ
ーフ ェ ル ・

　ア クユ ズ）任命副知事、EtlcanAkOt（エ ルカ ン ・ア コ
ール 》

iAw w
3．14：0D イス タ ン ブール 市内ア ブジェ ラル （AVidlar｛）地区

　災害対策本部を訪問 し、被災状況祖察

4．15：00 イ ス タンブール 市内バ ージェ ラル （Ba帥 r）地

　 区災害対策本部を訪問し、被災状況視察，被災建物 〔解体撤

　去済み が ほ とん ど）、被災者の 避難先な どを訪問

＜現地 ： 8 月 29 日分＞

1．10：00　イ ズ ミッ ト市ベ ダッ ト副市長表敬 市災害対策本

　部で の 意見交換 ： トル コ側か ら示され た現状の課題など・崩
　壊建物 の 除去にっ い て、隣の 建物を傷うけずに、また傷っ け

　た場合の 補償につ い ての 知恵と併せて、その 技術を教えて欲

　しい
。

・応急危1険度診断に つ い て 教えて 欲 しい e
・仮設住宅

　の 提供をお願 い した い。・が れき処 理の た めの コ ンク リ
ー

ト

　破砕機が欲 し残 日本側が示 した主な意見など ・被害建物に

　対して 日本で行っ た応急危険慶判定の 方法を紹允 また、日

　本で使われた仮設住宅にっ い て写真を用い て説呪　・
余震な

　どによる二次災害の危険性もあるため 、 危険建物の解体が急

　 がれる が、その ための 手続き、条件づ くりな どが 急が れる点

　を指擒。・感染症などの 問題として、短期及び中長期的な視

　点か ら対策を講 じる必要性を指檎 　・物的な復旧 と平行 して

　 「心の 健康」 につ い て 考 える必 要が ある と指擯。
2 ．13：30 被災地視察 （デ リン ジ ュ 地 区） ；倒壊匕ル 多数 （当

　時の 三 官地 区と同様な雰囲気）、解体．撤去作業中。被災者

　 が多数い るこ とか ら、現地の誠査は15分程度 〔精神的影響

　 を重院），被災者はテ ン ト生活 （イス タン ブール とは、格差

　 が大 きい ）， フ ラン スが立て た集合 テン ト （500刈 又容）を

　 バ スか ら視窺 タン クロ
ーリーに よる給水を行っ て いた。

＜現地 ： 8 月 30 口分＞

1 ，10β0 被 災地視察 ｛ギ ョ ル ジ a ク地区及びデール メ ン デ

　 ル 地区） ：今回の地 震による被害が最も甚大であっ たイズ ミ

　 ッ ト市ギ ョ ル ジ ュ ク地 区を視察し、医師、ボ ラン テ ィ ア学生、
　 及 び 警察官などか ら意見聴取を行っ た。
2 ．14；OO 被災地視察 （2班体制で イズ ミ ッ ト市街薩難テ ン

　 ト村または私立学 校事務所な ど） ； フ ラン ス 政府設置テ ン ト

　 避 難所視察40Q人 の 被災者が非難して い るフ ラン ス 政府設置

　 テ ン トを視察し、被災者か ら意見聴取を行っ た。
3 ．15：20 イズ ミッ ト市長表敬 ：蔚市長更迭後に就任した中

　 央敷府役人出身の イ ズ ミ ッ ト市長を表敬し、意見交換を行っ

　 tte

一 241 一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Institute of Social Safety Science

NII-Electronic Library Service

エnstitute 　 of 　 Sooial 　 Safety 　 Soienoe

＜現地 ： 8 月31 日分＞

1 ．当初の 予定で は，11：30ホ テル 出発，14DOイズ ミッ ト市専

　門分野 ごとでの 協議の予定，
2 ，現地晴間 11 時 ごろに 2度にわ た り余震が あり， 14時より

　イ ズ ミ ッ トで 予定 してい た専門分野ご との 協議を中止 した。

　 ［余震の 慨要｝震源 地 ： 1臨 072 度、m 圏 93度 （17日の

禳 闘眦 近く）・規櫞 び甦 黼 ： 1回目11時1吩 M5 島

　2回 目11時B3分M4 ．7 ・ギュ ル ジュ ッ ク及びイズミ ッ トで 相

　当の 揺れあり。

＜ 現 地 ： 9月 1 日分 ＞

　 1 ．日中は3班に 分かれて行軌 21：00バ ン シ ュ ル マ 市長と

　会談 （団長、小原、林）

2 ．〔1班）9：00にUNFPA 幗連人口 開発基金）調査官 と

　面談、14：00にアブ ジ ュ ラル 保健省対策本部を訪問。

3．（2班） 11：00に イズ ミ ッ ト市私立学校瓩 AFEN （ア タフ

　ェ ン ）校を訪跳 ：小 学校、中学校、高絞數師な ど、約50人
　と質疑応答を行い、災害時の 避難方法や bの ケア に関す る取

　 り組み状況などを説 明 した。

　4 ．（3班）12：50に コ ジャエ リ県副知事訪問。14：10国立病

　院訪問、14：4〔冒 タ リア に より開設 されたテ ン ト村訪問 ：コ

　ジャ エ リ県ヘ ル ハ ッ シ ュ ツ、バ シ ュ ツル ク副知事との階段は

　現地の状況を知 る上で大変有意義であっ た 。

＜ 現 地 39 月 2 日分 ＞

1 ，チ ャ ン ネル 6番組出演 ：映像に より阪神 ・淡路大震災を

　　振 り返 りなが ら、防災に関する教育面な どにつ い て イン

　　タ ビュ
ーがあ っ たc

2 ．セ ミナー開催 ：13：00−−17：0（％ 参加者約 200 人 ：取材

　　報道機関 ；NHK 、関西テ レ ビ他、地元テ レ ビ局、新聞

　　社な ど多数

〈現地 ： 9月 3 日分＞

1，7：10 ホ テル 出発 し，空路ア ン カ ラへ 10：30 ア ンカ ラ

　到着 （ここから 2班 に分か れて 行動

2 ， （1班 ：佐々木 団長、小原、富岡、谷 口 、岩崎、加藤、尾

　崎．林＠ 京大教授）

11：40 テペ 社 （仮設住 宅を取 り扱っ て い るゼネ コ ン） を訪

　問

　14：10　公 共事業住宅省内　仮設住締 擦 ・

　14：30　公共事業住宅省　地 震対策研究郎訪梶司

　16：20　公共事業住宅省　防災局長表敬

3 ．　｛2 班 ：川久、中杉、柏野、林、古川）

　14 ：00　｛呆健陷
、
次 直『　繝

　15；45　糖 欝 　　調

4 ． 倆班合流｝

　17：10 ア ン カラ 亅 ICA 事務所訪閤

　17：50　 ヒル トン ホ テル 弾階

　19：30　ア ンカ ラ JICA 職員とともにタ食会 ｛小原 林、

　林＠京 大を除 く）
・首相府安全保陣 担当次官キ リス 氏訪問 （11・

　鳳 林 、 林＠京大）

＜ 現地9 月 4 日分＞

1 ．9：00 第 1回 ミ
ーテ ィ ン グs

　11：00　 日本大使館訪問 圃長、小原 富岡）、
　17：20　第 2回 ミ

ー
テ ィ ン グ

2 ，ミ
ー

テ ィ ン グ内容

　1）第 1回 ・9 月 7 艮に提出するレ ボー
トは提言を中心 とし

　た内 容の サマ リ
ー

と し、6 目のセ ミナー
の 材料 とす る。・1

2 月ごろをメ ドと して最終 レrkv一トを書き上げ 、 トル コ 側に

提出 する。・第 2回 ミ
ーテ ィ ン グま劉 こ、現状、提言、その

理由   につ い て まとめる。

2） 6 日のセ ミナー
の 説明項目を決定」 内容につ い て調整

する

＜ 現地 ： 9月 5 日分＞

1．派遣チーム の活動 ：9：BO　 9月6 日の セ ミナt 用の 資料の

　提出及び調整、午後自由時間 （各団員によるセ ミナー
の 準備

　な ど）、17：00　ミーテ ィン グ議題

　1 ） 9月6 口の セ ミナーにつ いて

　2 ） 9月7 日に在 トル コ 日本大使館 ｛を経由 して 日欄

　に 緊急提言す る

＜現 地 ： 9月 6 日分＞

1 ．9：00〜17：00、ア ンカ ラ市内で、 「マ ルマ ラ地震災害か ら

　の 復1日につ い ての セ ミナーa一
兵庫県 ・神戸市の 体験

一
」 と題

　するセ ミナ
ー

の 開催 鯲 t ト日基金文化セン ター・ア ンカ ラ｝

　9：00　あい さつ

　。JICAトノレコ 事繖

　・在 トル コ 日本 国大使

　・
佐々 木直義団長

9：30 第1セ ッ シ ョ ン

　 。マ ル マ ラ地震と阪呻・淡路大震災 ω源健男）

1α00　コ ーヒ
ーブ レイク

1α15 第2セ ッ シ ョ ン 災対救助活動

　 ・職反配給及び 義援金 〔岩崎靖》

　 ・ヘ ル ス ケア対策 Vllza道隆）

　 ・教育対策 （中杉隆夫）

11：15　コ
ーヒーブレイ ク

1ユ：30 第3セ ッ シ ョ ン 被災者支援

　 ・仮設住宅璽苦の 運 営 ：テ ン ト村とプ レハ ブ住宅 蹴

　 ・テン ト械 こおける福祉括勵 （ 

　 ・ボラン テ ィア活動 ： NGO 、　 NPO など （柏野繁樹）

　 ・自立 支援の た め の 資金調達 ｛古川厚夫）

12；30　昼食 （トル コ JICA 同窓会組織主催）

13：30 第4 セ ッ シ ョ ン ；被災都市の復興

　 ・儂嬢 家屋の 解体 C亀曠渕 明）

　 ・がれき処理 （尾崎敏之）

　 ・住宅 ・都市復旧計画 ｛富岡敏典）

　 ・地域防災 俗 口正洋〕

　第5セ ッ シ a ン サマ リー 佐 々 木直義団長）

15：00　コ ーヒーブ レイ ク

15：30 ワークシ ョ ップ

　 ・災害救助活動分科会

　 ・被災者支援分科会

　 ・被災都市の 復興分科 会

3 ．各購演内容にっ い ては 、 伊永 勉氏の 「トル コ 地震第 22

　　報 （9月 7 目 18：48）」 に主旨および配付資料が掲載され

　　 て い る。

＜現地 ： 9月70 分＞

1．午前 在 トル コ 日本国大使館へ の 報告、トル コ 政府 へ の レ

　ポー
トの提出、兵庫県知事及び神戸市畏 より トル コ 政府に当

　て た親書手交 〔トル コ 公共事業 省次官または同次官補に 渡

　す予定）、17 ；50 ア ンカ ラ発、20：15 フラン ク フル ト着、
2 ．9月8H （水）13：25 フ ラン クフル ト発 、 9月 9日 （木）

　7：45 関西空港着

3 ．9 月9 日関西空港で の解団式の際の 記者発表資料モこっ い て
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は、伊永　勉氏の 「トル コ 報告第25幸陶 に掲載されて い る。

4 ．マ ル マ ラ地震災害からの 復旧につ い て のセ ミナー

　この ミッ シ ョン はできるだけ多く被災地をまわ り、で きるだ

け多くの 現場の 災害対応者と話 し合うこ とを心がけて い tq 公

式な訪問行事以外に も、 夜ホテル に戻 っ た後も多くの 個別の ア

ホイ ン トメ ン トの 依頼が多数寄せられ て い 彪 しか し、こ の ミ

ッ シ ョ ン が阪神淡路大震災の ノウハ ウを現地に伝える最良の 手

段 と考えたの はセ ミナーの開催とい う手法で ある。9 月2 日の

午後に はイ ス タン ブール ・セ ミナー 9月 6 日 には終 日を使 っ

て ア ン カラ ・セ ミナー
と、2週間た らずUtmm 間の 中で セミ

ナーの ために 2 日を割り振っ て い る。 セ ミナーに参加 した幗人

的な印 象で は、この ミ ッシ ョ ン 自体が、2回の セ ミナ
ー

を実施

を通 して多くの もの を学び、トル コ の 復興に 役立っ とい うミ ッ

シ ョ ン をよ り明確に理 解し、 その結果 ミ ッ シ ョ ン として 体系化

された トル コ の文化や国情を考慮 した実効性の 高い提言を行う

ことが可能になっ た この プロ セ スに参加で きたこ とは感動的
です らあっ た，
　第 1 回 目の 9 月2 日イ ス タン ブール セ ミナーは、ミッ シ ョ ン

の 意図する ところが十分に聴衆に伝わっ た とは言い難か っ た。
その原因 として はい くつ か指摘で きる。まず、イス タ ン ブール ・

セ ミナ
ー

では、曲半が兵庫県の 顳寅、後半が神戸市の講演と組

織に よる時間配分がなされてい 彪 しか L 聴衆には被災地で

災害対応に従 事す る人が多かっ たため、KOBE が大きな地震

被害を受けた ことは知 っ ていて も、 兵 庫県と神戸市が行政的に

どの よ うな関係にあるか、 阪神淡路大震災とは どの よ うな災害

であ っ た捌 こつ い て 正確に理解 してい た人はほ とんどい なかっ

たとい える。震災そ の もの を理解する枠組み を持たない ために、
次々 に なされ る講演の意味を理解で きすに 取 り残さ私 断片的

で個別具体的な事例だけと受けとめた 人も多い可能性があっ た。

　さらに 日本語の メ ッ セージをトル コ 語べ 変換す る際の 問題点

も多か っ た 。 セ ミナーの 冒頭で、阪神 淡路大震災の 概要 とその

後の復興の概要 を紹介するために、兵庫県測乍成 した英語ビデ

オを 20 分 ほ ど上映 しtq その 間、 適切 なトル コ 語の キャブ シ

コ ン が入 らなか 7 たた め、英 語を理解で きる聴衆だ け しか災害

概要を理解で きなか っ たとい う運営上 の 不備も指摘で きる。

個々 の講演 で も、講演者が使 う日本語の 防災 関｛系の 専門用語が、
トル コ 語 で は「 般的な表現として表現されるなど、必 ずしも講

演者の 真意が的確に トル コ 語 として伝わっ てい なかっ た。そ こ

には講演者自身の聴衆に対する配慮の 欠 如、通 訳の専門的な知

識の 欠如が存在して い たとい わ ざるを得なか っ た。

　最後に、阪神淡路大震災ではこ うしたああした と一方的に事

実を並べ て も、文化や国情が違 うトル コ で その まま役 立つ と は

限らない。むしろ被災地での 体験を通 して団員自身が感じた問

題点と、その 解決の ために彼らの 経験 やノウハ ウtsどう生かせ

るか を訴えるカSSうが説得力を持つ こ とも明ら羽 こなっ 亀

　 こ うしたイス タン フ
L

ル ・セ ミナー
で の 反省をもとに、ア ン

カラセ ミナー
で は、以下に示 すよ うない くつ かの 新 しい 試み を

行 っ た。
第 1に講演の 順番は組織で は く、内容に 即 して 編成 した。
第 2 に、内容 ごとに 独立 のセ ッ シ ョ ン として、全体を災害激助

活動、被災者支援、 被災都市の復興、 に 3分 し、その 間に休憩

や昼食を挟み、関連 した 質問 を しや すく した、
　第 3 に、セ ミrト の 冒頭音吩 で、阪神淡路大震災とマ ル マ ラ

地震災害の 比較を通 して、阪神淡路大震災に つ いて の 基本的な

理解 の 枠組み を提供 した 。

　第4 に、個々 の 講演内容を、1）それ までの視察を通 して 自

分が 感 じ た トル コ 地震の 問題 点を指摘 する、2 ）その 解 決の た

めの 方 策を阪神淡 路だ大震災の 経験 に も と腐 、て提 案す る、

3）その 根拠の 明示する 、 とい う形式に 統
一

し、わか りやすさ

を考慮 した。
　第5 に、提言は最大3 つ までとし、もっ とも重要だと思うも

のだ けに 簡略化した。
　第6 に、セ ミナーまで の 2 日間は、セ ミナー内容を検討 した

ミ
ー

テ ィ ン グは講演者となる団員だけで なく、通訳も同席して、
ミ ッ シ ョ ン全 体として の 共通理解をはか っ た。 同時に、A4 版

1枚にま とめられた 講演レ ジメの原稿を日本語か らトル コ 語へ

の 翻訳作業を通 して、専門用語の トル コ誤駅につ い て も内容を

検肘した。
　第7に、講演の最後に、 災害救助活駄 被災者支援、被災都

市の復興、の 3つ の テ r マ 別に分科会方式をとり、 聴衆か らの

質疑応答の 時間をた くさん用意 し彪

　ア ン カ ラセ ミナー
の聴衆 として、トル コ の 首都であるため中

央官庁 の 役人 との 出席が多い と予想 して いたhS、遠路に もか か

わらず被災地か ら多くの 現場担当者も出席した。彼らが個々 の

講演を必凋 こメモ し、 多くの質問をしただけで なく、最後まで

多くの 人が分科斜 こ残り、熱 耐 こ討議 した とい う報告を受けtq
これは上記の試みが功を奏した もの を考えられ るe

　翌 7日にアン カラセ ミナ ー で使っ た トル コ語の レ ジメを合本

し、ミ ッ シ ョ ン の 提言集と して 圓本大使館を通 じて、トル コ 政

府に提出し尨 帰国後、この ミ ッ シ ョ ン の参加者はア ン カ ラセ

ミナー
で も成果も反映させなが ら、提曹をわか りやケもの に加

筆修正 し、英文の 最終報告書として tz月 中に トル コ の 関係各

機関等に配布する予定である。

5 ．兵庫県・神戸市チー
ム が トル コ で訴えたこ と

　ア ンカ ラセ ミナーでの 提言の 概要を示す以下 の通りである。
1＞復興計画の 3っ の 目標

　阪神淡路大震災か らの復興過程を踏まえ ると、復興計画で は、
都市の 再現、 被災者支援、 経済の 活性化、とい う3つ の 目標が

鼎立 する こ とが大切である。今回の ミッ シ ョ ン は とくに都市の

再建と被災者者支援が密接蚤こ関連 してい ることを指嫡したc

2）都市の 再建

　速やかに被災 した都市を再建 し、災害に強 いまちにす るた め

には、以下の よ うな輛 ご配慮する必要が ある 。

　分黙 こよ リガ レ キの 再利用を促進活す る

　理｝こか なっ た土地馴用計画 を策定する 《断層
・軟弱地盤 対策｝

　社会基盤 D早期復につ とめる 〔あらゆる復旧活動の基礎｝

　安全な建物を建設する （トル コ の 建築規準の 遵守）

3）被災者の生活再建

　都市の 再建まで には長い時間を要するとい う現実を正 しく認

識する と、それ ま での 間に 被災者に 対 して どの ような対策が求

め られるかは自ず と亜明らか に なる。政府がい う冬までに

50，〔mo棟 の 仮説住宅 を提 洪 し、 テン ト村を懈消する。
1年半で

仮設住宅も撤去する とい う約束が現実的ない ことは明 らかで あ

る。現実的には〜

　まず、被 災者の 総数を減 らす

　　建物の危険度判定の 実 施と安全と判定 され た市民の帰宅

　同時に、テン ト村での 生活 の質を向上 させ る

　　冬季に耐 え られ る仕様 の テン ト，自炊 場．学校，保健室集会

　　揚．モ ス クとい っ た畏期間の 生活に必 要な施設の設置

　　 物 b両面 での 支援

　　 自立支援

　 コ ミュニ テ ィ
ーとしての 仮譲住宅を建設する

　　 トル コ の 気候 や文化に適 した もの

　　 長期間の 使用に耐 える安価なもの

6 ．今後の ミッ シ ョ ン に向けて
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阪神 淡路大震災で 培っ た復興に関す る ノ ウハ ウの 情報発信が、
世界の 他の 被災国か ら求 められ るこ とを今回の ミッ シ ョ ン は示

しta 世界で 大きな地震災害が頻発す る今、今後も国が こ うし

た ミ ッ シ ョ ン を要請す る場合 、 あるい は地方 自治体が独自に ミ

ッ シ ョ ン 派遣 する場合 も起 こ りうる。 それ を成功裏に進めるた

めに は、少な くとも以下の 3点には留意す る必要があ る。
　！）相手国には相手国の文化や国情があり， わが国の 復興事
例、とくに阪神 淡路 大震災の ノ ウハ ウをその まま移植す るこ と

は簡 単で はないが、復 興へ の道筋は共通 して い る点が多残 そ

の ため、阪神 淡路大 震災で培っ た復興 こ関す るノ ウハ ウを英文

で体 系的に紹介でき る資料を作成 するこ とが急務で ある。
　 2 ｝ 復興 は短時間では完成 しない。復興支援 もまた短期的

な課題で はない。そ の た め 単
一

の ミ ッ シ ョ ン ですべ て を満たす

こ とはできない と考えるべ きで ある。各 ミ ッ シ ョ ン は相手国 の

なかで継続的なコ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン チャネル の確立を大切にす

る必要 が ある。
　 3 ）後の復興支援の ミッ シ ョ ン は、単に 阪神淡路大震災の

経験だ けではなく、東京都や神奈川県、静岡県とい っ た防災に

つ い て 優れ た ノ ウハ ウを持っ 他の 地方自治体の ノウハ ウも加 味

した、 「オール ジャ パ ン亅で の派週紳 1を確立す る必要がある c

　 4 ）今回の ミッ シ ョ ン も」〔A の サボー
トな しには成功 して

い な い
。 復興計 画の 策 定支援は JIC△ ｝ことっ て も新 しい 分野 で

あ る 。 この 機会を積極的に活用 して、JICA が 災害対応の総合
コ ーデ ィネー

シ ョ ン機 能を有するまで に成長す る必要があるa

亀
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